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　９月９日、ユーパロ幼稚園でジャガイモ掘りが行われました。６月３日に種イモを植えてから約100日での収

穫となりました。「大きく育ってたね」とみんなで声を掛けながら掘りました。今年はほかにも「イチゴ、トマ

ト、枝豆」を育てました。
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総
務
大
臣
あ
て
に
協
議
を
行
っ
た
「
夕
張

市
財
政
再
生
計
画
の
変
更
〈
平
成　

年
度
第

22

２
次
（
９
月
）〉」
に
つ
い
て
、
総
務
大
臣
か

ら
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
計
画
変
更
に
よ
る
財
政
再
生
計
画

期
間
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

同
意
が
得
ら
れ
た
変
更
の
主
な
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
７
月
に
現
計
画
額
よ
り
増
額
決
定
さ
れ
た

普
通
交
付
税
の
増

 

【
補
正
予
算
額 
８
、
８
０
１
千
円
】

▼
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
、
自
立
支
援

医
療
給
付
費
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
問
題
未
然
防

止
事
業
、
林
道
整
備
事
業
に
対
し
て
見
込
ま

れ
る
国
道
支
出
金
収
入
の
増

 

【
補
正
予
算
額 
２
０
、
２
５
９
千
円
】

▼
指
定
団
体
へ
の
寄
附
と
基
金
を
活
用
し
た

事
業
実
施
の
た
め
の
「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン

カ
チ
基
金
」
か
ら
の
繰
入
金
の
増

 

【
補
正
予
算
額 
１
１
、
２
９
３
千
円
】

▼
「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」
に
積

み
立
て
る
た
め
の
指
定
寄
附
金
収
入
の
増

 

【
補
正
予
算
額 
５
、
５
０
０
千
円
】

▼
不
用
公
共
施
設
除
却
工
事
に
対
し
て
見
込

ま
れ
る
空
知
産
炭
地
域
総
合
発
展
基
金
（
旧

基
金
）
収
入
の
増

 

【
補
正
予
算
額 
７
、
５
０
０
千
円
】

●
「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」
か
ら

の
繰
入
れ
を
活
用
し
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
に
配

置
す
る
幼
児
や
児
童
・
生
徒
向
け
の
新
規
図

書
を
購
入
す
る
経
費
の
増

 

【
補
正
予
算
額 
５
０
０
千
円
】

●
「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」
か
ら

の
繰
入
れ
を
活
用
し
、
児
童
・
生
徒
に
対
す

る
市
の
歴
史
学
習
の
場
な
ど
と
し
て
活
用
を

図
る
た
め
、
夕
張
中
学
校
の
空
き
教
室
に
歴

史
資
料
室
を
整
備
す
る
委
託
経
費
の
増

 

【
補
正
予
算
額 
５
、
３
１
３
千
円
】

●
「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」
か
ら

の
繰
入
れ
を
活
用
し
、
児
童
・
生
徒
の
通
学

安
全
対
策
と
し
て
実
施
す
る
屋
根
付
き
バ
ス

待
合
所
を
設
置
す
る
経
費
の
増

 

【
補
正
予
算
額 
５
、
０
０
０
千
円
】

●
「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」
か
ら

の
繰
入
れ
を
活
用
し
、
寄
附
者
の
指
定
す
る

団
体
へ
の
助
成
を
実
施
す
る
経
費
の
増

 

【
補
正
予
算
額 
４
８
０
千
円
】

●
道
の
「
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金
」
を
活

用
し
、
当
初
予
算
に
上
乗
せ
し
て
実
施
す
る

林
道
の
整
備
経
費
の
増

 

【
補
正
予
算
額 
１
、
０
０
０
千
円
】

●
道
の
委
託
金
を
活
用
し
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ

問
題
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
小
中
学
校
統

合
に
よ
る
児
童
・
生
徒
の
環
境
の
変
化
に
円

滑
に
適
応
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
を
実
施
す
る
経
費
の
増

 

【
補
正
予
算
額 
２
０
０
千
円
】

●
空
知
産
炭
地
域
総
合
発
展
基
金（
旧
基
金
）

収
入
を
活
用
し
、
当
初
予
算
で
不
足
が
生
じ

る
こ
と
と
な
っ
た
旧
清
陵
小
学
校
を
解
体
す

る
経
費
の
増

 

【
補
正
予
算
額 
８
、
３
２
５
千
円
】

●
税
務
署
で
受
け
付
け
た
確
定
申
告
資
料
を

電
子
デ
ー
タ
で
受
信
す
る
た
め
の
「
北
海
道

共
同
利
用
型
エ
ル
タ
ッ
ク
審
査
シ
ス
テ
ム
」

利
用
に
係
る
委
託
経
費
の
増

 

【
補
正
予
算
額 
４
５
千
円
】

●
平
成　

年
度
以
降
に
見
込
ん
で
い
る
国
の

23

「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
」
を
交
付

申
請
す
る
際
に
必
要
な
循
環
型
社
会
形
成
推

進
地
域
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
委
託
経
費

の
増

 

【
補
正
予
算
額 
７
９
８
千
円
】

●
本
年
４
月
に
発
生
し
た
火
災
に
よ
り
燃
焼

損
傷
し
た
市
道
夕
張
市
街
線（
信
仰
坂
通
線
）

の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
制
御
盤
と
道
路
照

明
を
復
旧
す
る
経
費
の
増

 

【
補
正
予
算
額 
２
、
９
２
４
千
円
】

●
市
内
４
箇
所
の
共
同
浴
場
の
配
管
周
り
を

点
検
し
た
結
果
、
修
繕
を
実
施
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
判
明
し
た　

箇
所
の
補
修

17

工
事
経
費
の
増

 

【
補
正
予
算
額 
５
、
４
０
８
千
円
】

●
生
活
保
護
受
給
者
に
係
る
人
工
透
析
患
者

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
障
害
者
自
立
支
援

法
に
基
づ
く
医
療
給
付
費
の
増

 

【
補
正
予
算
額 
１
７
、
６
２
２
千
円
】

●
平
成　

年
度
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
が

21

確
定
し
、
国
と
道
へ
負
担
金
を
還
付
す
る
必

要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
過
年
度
過
誤
納
還

付
金
の
増

 

【
補
正
予
算
額 
２
３
８
千
円
】
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●
特
定
事
業
に
向
け
た
指
定
寄
附
金
を
活
用

す
る
た
め
の
「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基

金
」
へ
の
積
立
金
の
増

 

【
補
正
予
算
額 
５
、
５
０
０
千
円
】

　

平
成　

年
９
月
に
総
務
大
臣
の
同
意
が
得

22

ら
れ
た
「
夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更
」

に
基
づ
き
、
一
般
会
計
の
予
算
の
補
正
を
行

う
と
と
も
に
、
次
の
３
会
計
の
事
業
費
の
予

算
の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

他
の
特
別
会
計
の
主
な
補
正
の
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

★
保
険
料
の
軽
減
措
置
や
各
種
経
費
の
精
算

な
ど
に
関
連
し
た
経
費
、
医
療
費
の
抑
制
な

ど
を
図
る
た
め
の
所
要
経
費
の
補
正

 

（
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
）

★
前
年
度
医
療
給
付
な
ど
の
精
算
に
伴
う
支

払
基
金
交
付
金
な
ど
の
還
付
金
の
補
正

 

（
老
人
保
健
医
療
事
業
会
計
）

★
前
年
度
介
護
給
付
費
な
ど
の
精
算
に
伴
う

国
庫
支
出
金
な
ど
の
還
付
金
の
補
正

 

（
介
護
保
険
事
業
会
計
） 

問
合
せ
先　

市
行
財
政
管
理
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
２
２
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皆
さ
ん
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
と
聞
い
て
何

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。「
あ
あ
、
糖
尿

病
の
人
が
打
つ
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
」
と
思

う
方
が
大
多
数
で
し
ょ
う
か
。

　

イ
ン
ス
リ
ン
は
、
す
い
臓
で
作
ら
れ
て

い
る
ホ
ル
モ
ン
で
血
糖
を
下
げ
る
役
割
で

有
名
で
す
。
食
事
を
す
る
と
、
そ
の
中
の

炭
水
化
物
（
米
・
パ
ン
な
ど
主
食
や
果
物
・

菓
子
・
酒
に
含
ま
れ
る
）
が
、
消
化
さ
れ

て
ブ
ド
ウ
糖
と
な
り
血
液
に
吸
収
さ
れ
血

糖
が
上
が
り
ま
す
。
こ
の
血
糖
の
上
昇
を

素
早
く
察
知
し
て
す
い
臓
か
ら
イ
ン
ス
リ

ン
が
さ
っ
と
出
動
し
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ

糖
を
各
細
胞
に
取
り
込
む
仕
事
を
す
る
こ

と
で
、
ブ
ド
ウ
糖
が
素
早
く
血
液
か
ら
細

胞
の
中
に
移
動
し
、
血
糖
が
下
が
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
の
お

陰
で
細
胞
に
取
り
組
ま
れ
た
ブ
ド
ウ
糖
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用
さ
れ
生
き
る

源
と
な
る
訳
で
す
。

　

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
使
わ
れ

な
い
糖
の
ご
く
一
部
は
、
肝
臓
で
糖
の
ま

ま
蓄
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は
す
べ

て
脂
肪
に
変
え
て
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め

に
蓄
え
ら
れ
ま
す
。

　

食
事
か
ら
取
っ
た
脂
肪
は
も
ち
ろ
ん
、

糖
も
脂
肪
と
い
う
形
に
し
な
い
と
体
に
蓄

え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
こ

の
脂
肪
と
し
て
蓄
え
ら
れ
る
時
も
大
量
の

イ
ン
ス
リ
ン
が
働
き
、
使
わ
れ
ま
す
。
食

べ
過
ぎ
で
体
に
つ
い
た
脂
肪
は
、
イ
ン
ス

リ
ン
が
過
重
労
働
し
て
く
れ
た
結
果
な
の

で
す
。

　
　

歳
を
過
ぎ
る
と
す
い
臓
の
イ
ン
ス
リ

60
ン
を
出
す
力
は
、
老
化
で
弱
ま
り
ま
す
が
、

加
え
て
過
去
に
使
わ
れ
た
イ
ン
ス
リ
ン
が

多
い
と
す
い
臓
は
ず
っ
と
時
間
外
労
働
を

し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
次
第
に
疲
労

し
最
後
は
イ
ン
ス
リ
ン
が
出
な
く
な
っ
て
、

外
か
ら
注
射
で
補
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
弱
ま
る
と
糖
は
い

つ
ま
で
も
血
液
中
に
過
剰
に
残
り
、
こ
れ

が
高
血
糖
の
状
態
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て

糖
は
血
液
、
血
管
壁
さ
ら
に
は
目
、
神
経
、

腎
臓
に
も
毒
と
な
っ
て
刃
を
向
け
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
。（
糖
尿
病
の
発
症
で
す
）

　

食
べ
過
ぎ
に
注
意
す
る
こ
と
は
、
イ
ン

ス
リ
ン
を
使
い
果
た
さ
な
い
よ
う
大
事
に

使
う
（
エ
コ
活
用
）
こ
と
に
つ
な
が
る
の

で
す
。

　
　
　
　
　
　

保
健
師　

永 
澤 
綾 
子
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補正後予算額９月の補正予算額補正前の予算額会計名

11,933,22653,35311,879,873一 般 会 計

2,136,853△ 7,9472,144,800国民健康保険事業会計

21,12912,1878,942老人保健医療事業会計

1,543,5498,9741,534,575介護保険事業会計

単位：千円
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平成21年度各会計の決算状況
　広報７月号で各会計の決算見込みをお知らせしたところですが、このたび、９月議会で「平成21年度各会計決
算」が認定されました。平成21年度は、一般会計において前年度赤字相当額約322億円の再生振替特例債の借入れ
（⇒市債)によって、また、公共下水道事業会計においては、一般会計からの繰入れにより、それぞれ赤字を解消
しました。
　なお、借入れした再生振替特例債約322億円は、今後、財政再生計画に基づき、平成38年度まで毎年約25億６千
万円の元利を支払っていくことになります（元金は３年措置）。各会計の決算状況は次のとおりです。

●一般会計●一般会計

参考（Ｈ20決算）決算額科　目
10億939万円9億3,470万円市税
2億3,997万円2億3,129万円地方譲与税・交付金
44億2,307万円46億8,006万円地方交付税

6,425万円5,748万円負担金
7億407万円6億9,942万円使用料・手数料

11億2,297万円20億1,028万円国・道支出金
1億1,200万円8,002万円財産収入
6,649万円1億5,629万円寄附金・繰入金

0円2,633万円繰越金
6億7,966万円338億8,538万円市債
2億6,088万円1億9,912万円諸収入
86億8,275万円429億6,037万円合　　計

参考（Ｈ20決算）決算額科　目
4,026万円4,117万円議会費

13億120万円13億2,964万円総務費
20億8,050万円20億8,986万円民生費
5億3,159万円17億5,747万円衛生費

74万円42万円労働費
1,449万円3,988万円農林業費
6,641万円6億3,492万円商工費

4億7,917万円7億6,469万円土木費
2億3,335万円2億9,484万円消防費
3億7,569万円9億4,945万円教育費
22億2,652万円23億8,433万円公債費

2,165万円1,809万円諸支出金
334億8,432万円321億9,947万円繰上充用金
408億5,589万円425億423万円合　計

歳　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　出

4億5,614万円Ａ歳入－歳出
3,142万円Ｂ繰越明許費繰越額

4億2,472万円Ａ－Ｂ実質収支額
326億2,418万円単年度収支額（Ｈ21赤字解消額）

●特別会計

収支歳出歳入会　　計　　名
8,218万円20億3,122万円21億1,340万円国民健康保険事業会計
105万円213万円318万円市場事業会計
1,219万円2,820万円4,039万円老人保健医療事業会計

0円14億1,147万円14億1,147万円公共下水道事業会計
0円14億8,778万円14億8,778万円介護保険事業会計
0円7億7,167万円7億7,167万円診療所事業会計

20万円2億3,048万円2億3,068万円後期高齢者医療事業会計
注）水道会計除く。

合計基金残高市債元金残高債務負担残高実質収支会　　計　　名
△481億2,512万円2億4,256万円△443億4,867万円△44億4,373万円4億2,472万円一般会計

8,151万円110万円0円△177万円8,218万円国民健康保険事業会計
105万円0円0円0円105万円市場事業会計
1,219万円0円0円0円1,219万円老人保健医療事業会計

△19億4,583万円0円△18億4,440万円△1億143万円0円公共下水道事業会計
2,887万円2,887万円0円0円0円介護保険事業会計

△6億6,607万円0円△6億6,607万円0円0円診療所事業会計
20万円0円0円0円20万円後期高齢者医療事業会計

△506億1,320万円2億7,253万円△468億5,914万円△45億4,693万円5億2,034万円合　計

△540億1,165万円）（平成20年度末残額　　
33億9,845万円対前年減少額

●平成21年度末将来負担等の状況

注）水道会計は除く。

問合せ先
市行財政管理グループ
　�５２－３１２２



　

平
成　

年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
地
方
公

21

共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

の
規
定
に
よ
り
、
平
成　

年
度
決
算
に
基
づ

21

く
健
全
化
判
断
比
率
と
公
営
企
業
ご
と
の
資

金
不
足
比
率
を
算
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
再
生
振
替
特
例
債
を
借
入
れ
た
こ

と
に
よ
り
赤
字
が
解
消
さ
れ
、
実
質
赤
字
比

率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
が
生
じ
な
い
状
況

と
な
り
ま
し
た
が
、
実
質
公
債
費
比
率
は
依

然
と
財
政
再
生
基
準
を
超
え
て
お
り
、
財
政

再
生
計
画
に
基
づ
い
た
財
政
運
営
を
行
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
公
営
企
業
全
会
計
に
つ
い
て
は
、

黒
字
決
算
も
し
く
は
収
支
均
衡
と
な
り
資
金

不
足
比
率
が
生
じ
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

比
率
の
説
明

　

こ
れ
ら
の
比
率
は
、
全
国
統
一
的
な
ル
ー

ル
に
基
づ
き
算
定
し
て
い
ま
す
が
、
専
門
的

な
用
語
や
複
雑
な
算
式
も
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
概
略
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率
〜
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
一
般
会
計
な
ど
（
一
般
会
計
と
診
療
所
会

計
）
の
赤
字
額
の
割
合
（
こ
の
比
率
が
高
く

な
る
ほ
ど
赤
字
の
額
が
大
き
く
、
解
消
が
難

し
く
な
っ
て
く
る
の
で
、
よ
り
多
く
の
歳
出

削
減
策
や
歳
入
増
加
対
策
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
解
消
期
間
も
長
期
に
渡
る
可
能
性
が
高

く
な
る
な
ど
、
深
刻
な
事
態
に
な
っ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。）

②
連
結
実
質
赤
字
比
率
〜
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
全
会
計
の
赤
字
額
の
割
合
（
全
て
の

会
計
の
赤
字
額
や
黒
字
額
を
合
算
し
、
ま
ち

全
体
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
た
も
の
。

平
成　

年
度
は
、
全
て
の
会
計
で
黒
字
も
し

21

く
は
収
支
均
衡
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

③
実
質
公
債
費
比
率
〜
標
準
財
政
規
模
等
に

対
す
る
公
債
費
等
の
支
出
の
割
合
（
公
債
費

や
公
債
費
に
準
ず
る
経
費
は
、
削
減
し
た
り

先
送
り
が
で
き
な
い
も
の
で
、
一
度
こ
の
経

費
が
増
大
す
る
と
短
期
間
で
削
減
す
る
こ
と

が
困
難
に
な
り
ま
す
。
こ
の
比
率
が
高
ま
る

ほ
ど
財
政
の
弾
力
性
が
低
下
し
、
他
の
経
費

を
削
減
し
な
い
と
予
算
を
組
む
こ
と
が
難
し

く
な
る
な
ど
、
資
金
繰
り
の
危
険
度
を
示
す

指
標
で
す
。）

④
将
来
負
担
比
率
〜
標
準
財
政
規
模
等
に
対

す
る
将
来
負
担
す
べ
き
額
の
割
合
（
赤
字
額

や
地
方
債
、
債
務
負
担
行
為
、
土
地
開
発
公

社
債
務
な
ど
現
時
点
で
想
定
さ
れ
る
将
来
の

負
担
（
残
高
）
を
指
標
化
し
た
も
の
。
こ
の

比
率
が
高
い
場
合
、
今
後
の
財
政
運
営
が
圧

迫
さ
れ
る
な
ど
の
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。）

⑤
資
金
不
足
比
率
〜
事
業
規
模
で
あ
る
料
金

収
入
に
対
す
る
資
金
不
足
額
の
割
合
（
こ
の

比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
料
金
収
入
で
資
金

不
足
を
解
消
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
公

営
企
業
と
し
て
経
営
に
問
題
が
あ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
将
来
の
料
金
収
入
な

ど
で
解
消
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
資

金
不
足
に
つ
い
て
は
、
計
算
上
、
差
し
引
く

こ
と
と
し
て
い
る
た
め
、
資
金
不
足
額
イ

コ
ー
ル
赤
字
額
と
は
な
り
ま
せ
ん
。）

※
標
準
財
政
規
模
〜
地
方
公
共
団
体
の
標
準

的
な
状
態
で
通
常
収
入
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ

る
一
般
財
源
（
市
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
）

の
規
模
を
示
す
も
の
（
人
口
や
面
積
、
産
業

構
造
な
ど
に
よ
り
自
治
体
ご
と
に
異
な
る
が
、

統
一
ル
ー
ル
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
も
の
で
、

平
成　

年
度
は
、　

億
８
、
７
５
０
万
７
千

21

46

円
で
す
。）水道事業会計下水道事業会計市場事業会計年度

－－－平成21年度
－156.5－平成20年度
－△156.5－増減

※市場事業会計と水道事業会計は、黒字決算で資金不足比率が
生じないため「－」で表示しています。
※下水道事業会計は、一般会計からの繰入れにより収支均衡と
なり資金不足比率が生じないため減少しました。
問合せ先　市行財政管理グループ　�５２－３１２２
　　　　　詳しくは市ホームページに掲載していますので、ご

覧ください。
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◇平成21年度資金不足比率⑤ （単位：％）

経営健全化基準夕張市会計名

20.00
－市 場 事 業 会 計
－公共下水道事業会計
－水 道 事 業 会 計

※市場事業会計と水道事業会計は、黒字決算で資金不足比率が
生じないため「－」で表示しています。
※公共下水道事業会計は、収支均衡で資金不足比率が生じない
ため「－」で表示しています。

◇平成21年度健全化判断比率

財政再生
基準　　

早期健全化
基準　　　

夕張市比率名

20.0015.00－① 実 質 赤 字 比 率
40.0020.00－②連結実質赤字比率
35.025.036.8③実質公債費比率

－350.01091.1④ 将 来 負 担 比 率

（単位：％）

※①・②は黒字決算であり、赤字が生じないため「－」で表示
しています。

《参考：健全化判断比率　前年度対比》

④将来負担
　比率　　

③実質公債
　費比率　

②連結実質
　赤字比率

①実質赤字
　比率　　

年　度

1091.136.8－－平成21年度
1164.042.1705.67703.60平成20年度
△72.9△5.3△705.67△703.60増 減

（単位：％）

※①、②、④は再生振替特例債の借入れにより赤字額が解消さ
れたことが主な要因となって減少し、③は市債元利償還額が
減少したため全ての指標で比率か減少しました。

《参考：資金不足比率　前年度対比》 （単位：％）
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中
学
校
統
合
に
伴
い
、
不
用
に

な
っ
た
学
校
備
品
を
市
内
の
団
体
な

ど
に
無
償
で
お
譲
り
し
ま
す
。

対
象
団
体

・
官
公
署

・
公
的
性
格
を
持
つ
団
体
（
町
内
会
・

公
益
法
人
な
ど
）

・
そ
の
他
の
団
体
（
民
間
企
業
・
趣

味
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
）

※
個
人
は
対
象
外
で
す
。

対
象
校　

旧
千
代
田
中
学
校
と
旧
緑

陽
中
学
校

申
込
方
法

　

月　

日
ま
で
教
育
グ
ル
ー
プ
に
電

10

15

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

備
品
の
引
渡
し

　

次
の
日
程
で
備
品
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
所
定
の
手
続
き
を
行
っ
た
う
え

で
順
次
引
渡
し
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日

10

22

と
こ
ろ　

旧
千
代
田
中
学
校

集
合
時
間 
午
前
９
時　

分
20

旧
緑
陽
中
学
校

集
合
時
間 
午
後
１
時　

分
20

※
当
日
は
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
備
品
の
移
動
と
運
搬
は
、
各
自
の

責
任
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
希
望
す
る
備
品
が
競
合
す
る
場
合

は
、
優
先
順
位
と
し
て
①
「
官
公
署
」

②
「
公
的
性
格
を
持
つ
団
体
」
③

「
そ
の
他
」
の
順
と
し
ま
す
。

同
じ
性
格
の
団
体
な
ど
の
場
合
は
、

「
く
じ
」
な
ど
で
決
め
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
教
育
グ
ル
ー

プ
（
担
当

厚
谷
・
浦
田
）　�
　

│
52
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６
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教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
ご
と
に

通
学
区
域
を
定
め
、
住
民
登
録
の
住

所
に
よ
り
就
学
す
べ
き
学
校
を
指
定

し
て
い
ま
す
。

　

特
別
な
事
情
な
ど
が
あ
り
指
定
校

以
外
の
学
校
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

保
護
者
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
教
育

委
員
会
が
相
当
な
理
由
と
認
め
た
場

合
、
指
定
校
の
変
更
と
区
域
外
就
学

が
認
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
特
別
な
理
由
と
は
】

●
学
年
途
中
の
転
居
に
よ
り
、
引
き

続
き
従
前
校
へ
の
就
学
を
希
望
す
る

場
合

●
児
童
・
生
徒
の
い
じ
め
や
不
登
校

な
ど
、
そ
の
他
教
育
委
員
会
が
止
む

を
得
な
い
と
認
め
た
場
合

●
指
定
さ
れ
た
学
校
よ
り
も
隣
接
校

の
方
が
通
学
距
離
が
短
く
、
安
全
に

通
学
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合

●
部
活
動
に
特
別
に
配
慮
を
要
す
る

個
別
具
体
的
な
理
由
が
認
め
ら
れ
る

場
合

手
続
き
・
申
請
方
法

●
就
学
指
定
校
変
更
の
場
合

　

保
護
者
か
ら
の
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

「
就
学
指
定
校
の
変
更
申
請
書
」・
印

鑑●
区
域
外
就
学
の
場
合

　

保
護
者
か
ら
の
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

「
区
域
外
就
学
願
申
出
書
」・
印
鑑

※
提
出
書
類
は
市
教
育
グ
ル
ー
プ
に

あ
り
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先　

市
教
育
グ
ル
ー

プ
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
４
月
１

日
に
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
を
住

民
基
本
台
帳
に
よ
り
調
査
し
て
い
ま

す
。

　

入
学
予
定
者
の
世
帯
に
入
学
調
査

票
を　

月
上
旬
こ
ろ
送
付
し
ま
す
。

10

保
育
園
・
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
る

場
合
は
、
そ
ち
ら
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

通
園
し
て
い
な
い
場
合
は
、
同
封

し
た
返
信
用
封
筒
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

該
当
児
童　

平
成　

年
４
月
２
日
か

16

ら
平
成　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

17

れ
た
お
子
さ
ん

提
出
期
限　

平
成　

年　

月　

日

22

10

22

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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教
育
委
員
会
で
は
学
校
保
健
法
に

基
づ
き
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
お
子

さ
ん
を
対
象
に
就
学
時
健
康
診
断
を

実
施
し
ま
す
。

該
当
児
童　

平
成　

年
４
月
２
日
か

16

ら
平
成　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

17

れ
た
お
子
さ
ん

診
断
内
容　

内
科
検
診
、
歯
科
検
診

（
指
定
の
病
院
で
実
施
し
ま
す
）
視

力
検
査
、
聴
力
検
査
、
知
能
検
査（
各

保
育
園
と
幼
稚
園
で
実
施
し
ま
す
）

　

通
園
し
て
い
な
い
家
庭
に
対
し
て

は
、
検
査
会
場
な
ど
を
郵
送
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

健
康
診
断
日
程　
　

月
下
旬
か
ら　

10

11

月
こ
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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�

�
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地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
通
う

生
徒
の
切
り
絵
を
展
示
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
ま
で

10

29

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

45

30

と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ

ず
ま
し
い

�
�
�
�
�
��
�	


�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
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市
内
在
住
の
高
校
生
以
上
の
方
の

応
募
を
待
っ
て
い
ま
す
。

内
容　

俳
句
、
短
歌
、
川
柳
（
各　
10

首
以
内
）　

詩
、
随
筆
、
掌
編
小
説
な

ど(  
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
２
枚
以

内)  　

写
真
、
絵
、
書
、
切
絵
な
ど
を

写
真
化
し
た
も
の

応
募
期
限　
　

月　

日

11

12

問
合
せ
先　

い
ず
れ
も
市
教
育
グ

ル
ー
プ　
�
　

│
３
１
６
６

52

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

体
育
施
設
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

た
だ
し
、
個
人
の
利
用
に
限
り
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
月
・
体
育
の

10

11

日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

開
放
施
設　

ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
平

和
運
動
公
園
（
多
目
的
運
動
広
場
）

問
合
せ
先　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー　
�
　

│
６
０
４
６

56

「
花
・
花
・
い
の
ち
」

と　

き　
　

月
８
日
・
９
日 
午
前　

10

10

時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

無
料

問
合
せ
先　

華
道
家
元
池
坊
夕
張
支

部
長 
寒
川　
�
０
１
１
│
３
７
３

│
３
３
２
３

教
育
委
員
会
か
ら

華
道
家
元
池
坊
夕
張
支
部

い
け
ば
な
池
坊
展



《
市
営
・
道
営
住
宅
》

入
居
資
格

※
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

※
公
営
住
宅
法
等
で
定
め
た
収
入
基

準
以
下
の
方(  
み
な
し
特
公
賃
住
宅

は
除
く)  

※
地
方
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

一
般
公
募
住
宅
（
単
身
者
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い)  

【
公
営
住
宅
】

Ｄ　

│
３
（
南
清
水
沢
４
）
１
戸

51
（
３
Ｄ
Ｋ
・
浴
室
改
善
済
）

【
改
良
住
宅
】

恵
（
末
広
）　

３
戸
（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

　
　
　
　
　
　

１
戸
（
２
Ｄ
Ｋ
）

【
賃
貸
住
宅
】

新
よ　

(  
清
栄)   
１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

40

申
込
期
限　

一
般
公
募 　

月　

日

10

12

随
時
公
募
【
一
般
住
宅
】

市
営
住
宅　

戸
／
道
営
住
宅　

戸

42

14

【
み
な
し
特
公
賃
住
宅
】（
収
入
基
準

を
上
回
る
方
が
対
象
）

市
営
住
宅
（
千
代
田
地
区
） 

１
戸

住
宅
使
用
料　

入
居
を
希
望
す
る
住

宅
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
農
林
建
設
グ

ル
ー
プ
ま
た
は
南
支
所　
�
　

│
３

52

１
１
９ 

対
象
者　

①
市
内
に
子
ど
も
な
ど
の

親
族
が
い
な
く
、
自
力
で
除
雪
を
行

う
必
要
が
あ
る　

歳
以
上
の
方

65

②
ケ
ガ
や
病
気
の
た
め
体
力
的
に
除

雪
が
困
難
な
方　

③
経
済
的
に
困
難

（
所
得
税
非
課
税
世
帯
）
な
方　

④

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

　

以
上
、
全
て
に
当
て
は
ま
る
方
は
、

申
請
す
る
と
除
雪
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
�
以
上
の
降
雪
が
あ
っ
た
場
合
の

15玄
関
前
と
通
路
の
除
雪
で
す
。
屋
根

の
雪
下
ろ
し
は
し
ま
せ
ん
。
時
間
の

指
定
も
で
き
ま
せ
ん
。

除
雪
期
間　
　

月
１
日
〜
平
成　

年

12

23

３
月　

日
31

申
込
期
限　
　

月　

日

10

29

申
込
・
問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
グ

ル
ー
プ
南
支
所
、
各
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン　
�
　

│
１
０
５
９

52

　

臓
器
提
供
は
、
病
気
や
事
故
で
臓

器
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
人
に
、
他

の
人
の
健
康
な
臓
器
を
移
植
し
て
機

能
を
回
復
さ
せ
る
医
療
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
で
は
、
臓
器
移
植
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
保
険
証
に

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

を

貼
付
し
て
、
臓
器
を
提
供
す
る
か
、

し
な
い
か
、
の
意
思
表
示
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

臓
器
提
供
意
思
表
示
シ
ー
ル
は
、

市
市
民
保
険
グ
ル
ー
プ
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
市
民
保
険
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
０
５

52

　

引
越
し
を
し
た
な
ど
住
民
票
の
届

出
や
出
生
・
死
亡
な
ど
の
戸
籍
の
届

出
は
法
律
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
必
ず
期
間

内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
転
入
・
転
居
の
届
出
→
引
越
し
を

し
た
日
か
ら　

日
以
内

14

●
転
出
の
届
出
→
市
外
に
引
越
し
を

す
る
前

●
出
生
の
届
出
→
生
ま
れ
た
日
か
ら

　

日
以
内

14●
死
亡
の
届
出
→
死
亡
し
た
日
か
ら

７
日
以
内

問
合
せ
先　

市
市
民
保
険
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
０
４

52

　

消
防
本
部
で
は
、
市
内
で
行
わ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
時
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

貸
出
し
を
行
い
ま
す
。

対
象　

市
内
で
開
催
さ
れ
る
ス
ポ
ー

ツ
競
技
・
健
康
増
進
行
事
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
、
祭
典
・
式
典
、
講
習
会
な

ど
を
主
催
す
る
団
体

貸
出
条
件　

①
営
利
目
的
と
し
な
い

も
の 
②
行
事
な
ど
の
参
加
人
数
が

お
お
む
ね　

人
以
上
で
あ
る
こ
と

10

③
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
な
ど
を
受
講

し
た
方
が
会
場
に
い
る
こ
と

貸
出
期
間　

７
日
を
限
度
と
し
ま
す
。

料
金　

無
料　

た
だ
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

運
搬
・
貸
出
中
の
維
持
管
理
に
要
す

る
費
用
、
パ
ッ
ド
な
ど
の
消
耗
品
を

使
用
し
た
場
合
は
、
借
用
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法　

貸
出
を
希
望
す
る
日
の

　

日
前
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

14※
貸
出
用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
１
台
の
た
め
、

希
望
ど
お
り
貸
出
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

消
防
署
警
防
グ

ル
ー
プ　
�
　

│
４
１
２
２

53

��������	
	�
	� ��

����

入
居
者
募
集

高
齢
者
へ
の
除
雪
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
制
度
を
利
用
で
き
ま
す

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
が

で
き
ま
す

お
忘
れ
な
く

住
民
異
動
な
ど
の
届
出

自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）を
貸
出
し
ま
す

��������	

　秋の大型ごみ収集を行います。
　品目ごとに定められた金額に相当するごみ処理券を貼っ
て、当日の午前８時までに所定の場所に出してください。

★大型ごみの品目と料金は、今年５月に配付したパンフ
レット「ごみ分別辞典」をご覧ください。
▽大型ごみに出せないもの
　家電品（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・パソコンなど）ピアノ、
オートバイ、タイヤ、ドラム缶、灯油ホームタンクなど
問合せ先　市環境生活グループ　�５２－３１０８

収　　集　　地　　区収集日
社光・住初・本町・旭町・昭和・末広・鹿の
谷・千代田・若菜・常盤・平和・日吉・清水
沢（１～３丁目・清陵町）

10月12日

清水沢（清栄町・宮前町・清湖町）・南清水沢・南部　　13日
沼ノ沢・真谷地・紅葉山（市街地）　　14日
紅葉山（農地）・滝ノ上・楓・登川・富野　　15日

�
�
�
�
調
査
票
の
記
入
は
お
済
み
で
す
か

　

月
７
日
ま
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

10



��������	
	�
	���

　

今
後
の
新
し
い
都
市
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
「
夕
張
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
当
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
計
画
に
反

映
す
る
た
め
、「
夕
張
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
」
を

設
置
し
ま
す
。

　
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

市
町
村
が
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

な
が
ら
都
市
づ
く
り
の
具
体
的
な
将

来
像
を
確
立
し
、
地
域
別
の
あ
る
べ

き
市
街
地
像
、
都
市
生
活
・
経
済
活

動
な
ど
を
支
え
る
諸
施
設
の
整
備
方

針
な
ど
を
定
め
る
計
画
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
が
協
働
し
て
、

都
市
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
対
象　

市
内
に
住
ん
で
い
る　
18

歳
以
上
の
方

応
募
期
限　
　

月　

日

10

12

募
集
人
員　

４
人
（
応
募
状
況
に
よ

り
選
考
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
こ
の
委
員
会
は
、
募
集
す
る
市
民

４
人
と
各
団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
た
８

人
の
ほ
か
、
学
識
経
験
者
や
市
職
員

の
約　

人
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

20

　

委
員
会
は
、
平
成　

年　

月
か
ら

22

10

平
成　

年
２
月
ま
で
に
５
回
程
度
開

24

催
予
定
で
す
。
時
間
は
平
日
の
午
後

６
時
か
ら
８
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
こ
の
委
員
会
は
、
公
開
で
行
い
ま

す
。

※
委
員
へ
の
報
酬
・
交
通
費
は
支
給

し
ま
せ
ん
。

　

応
募
さ
れ
た
方
に
は
、
今
後
の
都

市
づ
く
り
や
委
員
会
参
加
に
つ
い
て

の
抱
負
を
２
０
０
字
以
内
程
度
で
書

い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
農
林
建
設
グ

ル
ー
プ　
�
　

│
３
１
６
２

52

受
講
対
象
者　
　

歳
以
上
の
方

15

と　

き　
　

月　

日 
午
後
１
時
〜

10

30

５
時

と
こ
ろ　

老
人
福
祉
会
館

定　

員　
　

人
（
先
着
順
）

30

受
講
料　

無
料

申
込
期
限　
　

月　

日

10

12

※
申
込
み
が　

人
に
満
た
な
い
場
合

10

は
、
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
グ

ル
ー
プ　
�
　

│
１
０
５
９

52

【　

月　

日
】

10

14

◇　

時
〜　

時 
市
役
所
前
（
本
町
）

10

13

◇　

時
〜　

時 
市
立
診
療
所
前
（
社

14

16

光
）

【　

月　

日
】

10

20

◇　

時
〜　

時　

分 
農
協
本
部
前

10

11

30

（
沼
ノ
沢
）

◇　

時
〜　

時 
石
田
鉄
工
㈱
前
（
南

13

14

清
水
沢
４
）

◇　

時　

分
〜　

時 
農
協
南
清
水

14

30

16

沢
店
前
（
南
清
水
沢
１
）

申
込
・
問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
グ

ル
ー
プ　
�
　

│
１
０
５
９

52

　

北
海
道
弁
護
士
連
合
会
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

と　

き　
　

月　

日 
午
後
１
時
〜

10

26

４
時

と
こ
ろ　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

予
約
開
始
日　
　

月
４
日
（
電
話
予

10

約
可
能
）

予
約
・
問
合
せ
先　

市
市
民
保
険
グ

ル
ー
プ　
�
　

│
３
１
０
４ 

52

と　

き　
　

月　

日 
紅
葉
山
会
館

10

19

　
 　

日　

南
清
水
沢
生
活
館

22
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
２
時

10

※
毎
月
第
３
金
曜
日
に
老
人
福
祉
会

館
で
実
施
し
て
い
る
相
談
所
は
通
常

ど
お
り
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
市
民
保
険
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
０
４ 
社
会
福
祉
協

52

議
会　
�
　

│
６
０
０
４

56

　

札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局
が
取
り

扱
っ
て
い
る
夕
張
市
の
会
社
や
法
人

の
登
記
事
務
は
、　

月　

日
か
ら
札

10

12

幌
法
務
局
民
事
行
政
部
登
記
部
門
で

取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

会
社
や
法
人
の
登
記
に
係
る
登
記

事
項
証
明
書
、
印
鑑
証
明
書
の
交
付

事
務
、
印
鑑
カ
ー
ド
の
交
付
・
廃
止
・

再
発
行
事
務
、
電
子
証
明
書
の
発

行
・
使
用
廃
止
事
務
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
岩
見
沢
支
局
で
も
取
り
扱

い
ま
す
。

　

な
お
、
不
動
産
登
記
事
務
の
取
り

扱
い
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

札
幌
法
務
局
民
事
行
政

部
法
人
登
記
部
門　
�
０
１
１
│
７

０
９
│
２
３
１
１

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習

会
の
開
催

行
政
・
人
権
・
心
配
ご
と
合

同
な
ん
で
も
相
談
を
開
催

����

献
血
車
が
市
内
を

巡
回
し
ま
す

委
員
を
募
集
し
ま
す

夕
張
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員

す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相
談

会
の
開
催

取
扱
庁
が
変
わ
り
ま
す

会
社
・
法
人
登
記
事
務

市有財産の有効活用の
 アイディアをお寄せください

　地域再生の観点から新たな雇用創出や地域活性化、
収入確保により地域の再生に活かす「夕張市市有財
産活用方針」を定めました。今後はこの目的に沿っ
た活用ついて施設規模により、無償譲渡・無償貸付
も視野に入れ有効活用を進めます。
【学校施設活用を募集しています】
旧幌南小・旧幌南中学校の活用を募集しています。
募集期間は11月１日までで、学校の概要、募集条件
などは市ホームページに掲載しています。
　学校施設については、今後も同様に募集する予定
です。
【アイディアをお寄せください】
　学校に限らず、市有施設の活用方法について、広
く市民の皆さんからのご意見、ご提案を募集してい
ますので、夕張市再生のアイディアをお寄せくださ
い。
問合せ先　市税務管財グループ　�５２－３１２０

市有財産の活用方針
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給
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練
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。
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①
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②
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。
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│
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３
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９
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人　口 11,042人（－37人）　
　男 5,148人（－19人）　
　女 5,894人（－18人）　
世帯数 6,023世帯（－18世帯）

（　）は前月比

������

父・修治さん　　母・信子さん

　このコーナーに掲載する乳幼児の写真をお
待ちしています。
�送り先　総務グループ（�５２－３１７０）
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